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はじめに

兵庫県透析医会は，平成 25 年 4 月現在，会員数
240 名，会員施設 169 施設で構成され，今年，設立 30

周年を迎える．委員会組織は，移植推進・学術統計・
危機管理（感染・事故）・災害対策・病診連携・医療
計画・広報情報・保険および総務委員会の 9 委員会か
らなり，毎月二つ以上の委員会会議を開いている．ま
た，対外的には，日本透析医会，県医師会，県腎友会，
腎疾患対策委員会に渉外担当幹事を任命し，対応して
いる．
兵庫県は，地理的に太平洋（瀬戸内海）と日本海に

面し，都市部と山間部や離島などを有し，さらには人
口も含め日本の 5％縮図として厚生労働省のモデル県
になっており，県医務課の課長人事は，中央からの人
事であると聞いている．

1　災害対策

兵庫県透析医会の活動において，阪神淡路大震災を
経験したことより災害対策は大きな柱の一つになって
いる．災害時支援船構想はその中心的な活動であるが，
兵庫県透析医会は当初よりこのプロジェクトに関わっ
てきた．このプロジェクトの進展を経年的に示し，そ
の活動を報告したい．

1995 年（平成 7 年）の阪神淡路大震災により，1,500

名の透析患者が治療を求めて大阪や姫路，六甲山を越
えて移動を余儀なくされた．この時，発災 2～3 日目
から支援物資の輸送，支援要員の輸送，被災者，特に

挫滅症候群の患者移送に船舶の輸送機能が利用された
経験から，災害時医療支援船構想が芽生えた．

2004 年，第 49 回日本透析医学会が神戸で開催され，
パネルディスカッションで “医療と危機管理” が取り
上げられて構想が具現化することになった．
この時のパネラーの 1 人であった神戸大学海事学部

教授の井上欣三氏と日本透析医会が，日本財団の助成
を受けて，2005 年，大阪湾を中心とした災害時医療
支援船構想の実行部会（関西圏プロジェクト）を組織
し活動が本格化した．さらに 2006 年には，首都圏で
も東京海洋大学の協力で訓練（首都圏プロジェクト）
が行われ，以後，毎年患者搬送訓練やシンポジウムが
開催された．
その後，2009 年，現実に稼働できる兵庫県地域の

活動として，日本透析医会から兵庫県透析医会に活動
母体が移されシステムの整備が図られた．当初は透析
患者の移送が目的であったが，2010 年より腎友会，
難病団体連絡協議会の参加を得て，腎不全患者のみな
らず難病患者に対象が広げられた．図 1〜5 は 2010

年以降の活動である．
このプロジェクトは，現在，自治体や関係省庁，兵

庫県透析医会や医師会をはじめとする各医療・福祉・
患者団体，さらには海事団体まで拡大した “災害時医
療支援船構想” に大きく発展し，2013 年 3 月にはサン
フラワーパール丸（11,700 t）に関係者を集め，キッ
クオフミーチングが開催された．この構想は，当初か
ら牽引的役割をされた井上氏（会長）の発案の下，①
船の輸送機能を活用した患者等の搬送支援（キャリー

た　よ　り

兵庫県透析医会だより

依藤良一

兵庫県透析医会会長



兵庫県透析医会だより 347

図 1 図 2

図 3 図 4



日本透析医会雑誌　Vol. 28　No. 2　2013348

シップ），②船の生活機能を活用した避難所として利
用する船上宿泊支援（ホテルシップ），③船内で加療
介護を提供する船上医療支援（ドクターシップ）から
構成され，国・自治体の防災計画に『災害時における
船舶の活用』が明文化され，実行に移される事を目指
している．

2　通院困難患者への対応

透析患者の高齢化や長期透析患者の増加により，通
院困難例が県下でも飛躍的に増加している．当医会に
おいても，大学病院や公立病院，一部施設を除いた大
部分の施設で送迎バスを提供している．県内には，腎
友会を母体にした NPO 団体による送迎システムもあ

るが，利用できる患者は僅かにすぎない．このような
状況の中，長期療養型の透析施設が増えているのは家
族負担の軽減も叶えられる社会的ニーズと考えられる．
しかし，兵庫県下において新設された療養型施設の問
題点として，透析管理医師不在（透析医療未経験の名
目上の責任者）で看護師や臨床工学技士任せの施設が
少なからず存在している．今後の医会の役割として，
名目上の医師に対し透析医療を学んでもらう努力を重
ねる事が必要と考える．
また，一部の施設において，家庭透析を拡大解釈し，

PD ラストならぬ HD ラストを目指す向きがある．
2012 年の支部長会議で，当医会より家庭透析の拡大
解釈について意見書を提出させていただいたが，本来
の家庭透析の目的とは異なり，隣接する透析施設のス
タッフや訪問看護師が透析の開始・回収に関わってい
るとの噂を聞く．このような状況が真実であれば絶対
に看過できない事と考える．透析医師不在，機械任せ
の治療が拡大すれば，近い将来サテライト透析施設の
経営の根幹を揺るがしかねない変革が起こるかもしれ
ない．

3　あとがき

兵庫県透析医会は，歴代の執行部の努力の結果，全
国的にもまとまりのある支部と評価されてきた．しか
し，開業当初から医師会や医会に所属せず，ホームペ
ージを利用して患者勧誘を行う施設も出現してきた．
このような現象は，透析に関わる一般勤務医に医会の
本来の目的が正しく十分に伝わっていなかった事も一
因と思われる．今後，一般勤務医の入会を推進し，病
診連携の充実や既存施設の継承等に役立てたい．また，
今後予想される大地震に備え，災害対策をさらに推し
進めていきたいと考える．
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